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幸せのために、食はある。 

私と家族と友人と、世界中すべての人の幸せのために。



全人類が、何も心配せずに、 

健康的で、おいしく、 

楽しく食事ができる未来をつくりたい。





OPENSAUCEは 
世界に無数に存在する 
食の遺伝子のすべてを 
進化させながら 

後世に残すプロジェクトである。



私たちは、インターネットを飛躍的に進化させた
「オープンソース」の概念を食の世界に取り入れ

すべての「食」の記憶、体験、情報をオープンに
して、新しい食の世界を創造したいと考えた。



公益

収益

公益+収益

OPENSAUCEのカタチ

・レシピの世界基準を生む 
・The RECIPE MUSEUM 
・家庭～プロまでのレシピ保管 
・RECIPEの革新と活用 
・食ストーリーの保管 
・無名有名の料理人の賞賛 
　※どう残すかの基準も必要

食知（RECIPEの保管）

ブロックチェーン的なゆるやかなつながり 
食を通じたコミュニティの生成

・農業の知恵の編纂 
・旅農家の誕生 
・OPEN FARMの一般化 
・有休農地の活用 
・農業従事者の育成 
・買取価格の向上 
・生産者と消費者のバインド

農知をつなぐ／農地を使う

・OPEN SAUCEのMUSEUM 
・カルーセル的 
・レシピの再現をテーマに 
・レシピにふれる仕掛けも



レシピの世界共通フォーマットを研究開
発するプラットフォーム。 
音楽が楽譜となって受け継がれていくよ
うに、世界中の幸せな食の記憶、情報、
体験を未来につないでいく活動。 
おいしくて健康的な食のよろこびを、世
界中にシェアしていくプロジェクトです。



OPENSAUCE



それは、農業のノマド・プラットフォーム。 
より多くの農知をつなぎ、農地を使い、農値を上げる活動。  
これまで農業を縛っていた農地のしがらみを切ることで、生産者の働く場所を自由
にし、耕作放棄地利用を促し、働く環境を改善する。 
そしてより未来思考な農業を生み出していきます。



世界中からシェフがやってくるカルーセルスタイルのレストラン。 
それは、ジャンルを問わず世界中のシェフが創造するあらゆる料理
が体験できる、全く新しいカルーセルスタイルのレストラン。世界
最高峰のシェフのレシピからお母さんのレシピまで過去から今をレ
シピを通じ、未来へつなぐラボラトリー



食/農に関するデータのオープン化の目指すところ

食にまつわる情報の全てをオープンにして保存していくことで、
後世にそのデータと文化を継承して行きます

より豊かで健康的な食生活を世界中の人たちに届けるために、
そのデータを誰もが利用でき、食/農に関するサービスを開発
できる環境を整えます

このオープン化を進めていくことで、世界中の食/農に関する
データ化が推進され、共通化して利用できる状況を構築し、世
界中のサービス開発を加速化させます

①

②

③



まずは、ＲＥＣＩＰＥから



schema.orgで定義されているものをOPENSAUCEでは利用

Google, MS, Yahooが採用をし、2014年1月にW3C勧告

既にGoogleにはレシピ検索機能があり

まずは、ＲＥＣＩＰＥから



schema.orgのレシピ



Googleで料理を検索するとレシピデータが表示



材料を画像検索するとレシピとの連携も



Schema.orgのRecipeをベースに共通語彙基盤を作り 
日本国内におけるデータの相互利用を促したい

料理に使う食材のデータ項目としてどういうものが必要かを

◎CODEX（食品貿易に関する国際規格） 
◎食品表示項目（消費者庁） 
◎EU No 1169/2011（EUの食品表示に関する規制）

を参考に項目を抽出中

それをschema.orgで構造化中



 情報処理推進機構(IPA)IMI共通語彙基盤パートナー



共通語彙基盤との連携、食/農分野のドメイン語彙の提案

食/農に関するデータコミュニティの活動と啓蒙

今後の活動について



食のGitHub食農未来研究所
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実際に体験できる場 食の開発コミュニティ
公共性を保つ趣旨から将来的 
に財団運営等に移行して行く

コミュニティから発生したレシ 
ピを実際に体験できる収益事業

収益事業 公益事業



全人類が、何も心配せずに、 

健康的で、おいしく、 

楽しく食事ができる未来をつくりたい。

FEEL MORE THAN EAT


